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令和８年度全国学力・学習状況調査【４月２３日実施】とみえスタディチェック【同日実施】の本校の結

果について概要をお知らせします。 

 

 

 

 

 文部科学省が全国の小学校第 6学年と中学校第 3学年を対象に、毎年 4月に行っている学力と学習状況の

調査です。今年度は、国語・算数の２教科について調査が行われました。前学年までに学習した内容が出題

され、５年生までに学習したことの定着度を測ることが目的です。各教科４５分で取り組みました。また、

生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査（アンケート）もありました。 

本校の結果と今後の取り組みについてご報告します。なお、調査で図ることができるのは、あくまでも

「学力」の一部分、学校教育活動の一側面を示すものでしかありませんが、調査結果を一つの指標として分

析・検証し、子どもたちの確かな学力・豊かな心の育成に向け、引き続き指導に取り組んでいきます。 

【全国学力・学習状況調査】（６年生にて実施）からみられる児童の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の平均正答率は、上記の通り、国語はわずかに全国平均・三重県平均を下回っていますが、算数にお

いては、全国平均・三重県平均を上回っています。これは、これまでの学校や家庭学習での積み上げが力に

なっていると考えられます。地域の方々にもお世話になっている月 1回の「のびのびタイム」においても算

数科を中心に既習事項の定着に取り組んできた成果と捉えることができます。しかし、問題別にみると以下

のような強みと弱みが見えてきました。 

 

国語   

〇比喩や反復などの表現の工夫に気付くことができるか 

 どうかをみる問題 

〇話や文章の種類とその特徴について理解することがで 

きるかどうかをみる問題 

▼資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように

表現を工夫することができるかどうかをみる問題 

                （右に問題を掲載） 

▼引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工 

夫することができるかどうかをみる問題 

 国語 算数 

 R8 R7 R6 R8 R7 R6 

野登小学校（本校） 60 67 70 59 64 66 

全国との差 ▼０．９ 0.2 2.3 2.6 6 2.6 

県との差 ▼1 1 3 4 7 4 

三重県（公立） 61 66 67 55 57 62 

全国（公立） 60.9 66.8 67.7 56.4 58 63.4 

亀山市立野登小学校 

学校教育目標     地域とともに 仲間とともに 生き生きと活動する子の育成 

※三重県平均正答率と比較して 

正答率の高い問題（〇）と低い問題（▼） 

 

全国学力・学習状況調査 
 

全国学力・学習状況調査とは・・・ 



算数 

〇日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着目

して直方体の三つの辺の長さを捉え、示された条件を基に、調

べたい数量の求め方を数や言葉を用いて記述できるかどうかを

みる問題 

〇単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その

商から二つの広場のどちらの方が混んでいるのかについて判断

できるかどうかをみる問題 

〇異分母の分数の大小を判断し、その理由を数や言葉を用いて記 

述できるかどうかをみる問題 

▼示された情報を基に、数量の関係に着目して、条件に合う時間 

を求めることができるかどうかをみる問題（右に問題を掲載） 
 

 

 

これまでに行われてきた「全国学力・学習状況調査」等の解答状況を分析して三重県教育委員会が作成し

た問題で、県下の小学校４・５年生が取り組んでいます。前学年までに学習した内容が出題され、その定着

度を測るものです。また、児童が自らの学習定着状況を確認し、目標をもって主体的に学習に取り組むこと

もこの調査の目的の一つです。教員側は児童の学習定着状況を把握し、授業改善及び個に応じた指導の充実

などに活かしていきます。 

 ５年生は、算数、国語、理科の３教科において、４年生は算数と国語の２教科において取り組みました。

４，５年生ともに、算数科においては県平均を上回っていましたが、国語科においては下回る結果となりま

した。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５年生】  国語 算数 理科 

R7 は 4 年生の時に行ったもの R８ R７ R8 R７  

野登小学校（本校） ４１．１ 76 ６７．６ 83.6 ５０ 

県との差 ▼５．１ 17.3 13.2 22.7 2.2 

三重県（公立） ４６．２ 58.7 ５４．４ 60.9 ４７．８ 

【４年生】  国語 算数 

野登小学校（本校） ３８ ５８．３ 

三重県（公立） ５０．６ ５３．２ 

「みえスタディチェック」の結果 

みえスタディチェックとは・・・ 

４年生国語 ※２ 

５年生国語 ※１ 



国語   

〇学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書くことができるかを見る問題（４，５年生） 

〇文の中における主語と述語との関係を捉えることができるかをみる問題（４，５年生） 

▼目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約することができるかをみる問題（４年生） 

▼発言の共通している工夫を捉えることができるかをみる問題（４年生） 

▼話し合いの内容を正確に捉えてまとめることができるかをみる問題（４年生）※２ 

▼国語辞典を使って、言葉の意味と使い方を理解することができるかをみる問題（５年生） 

▼登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることができるかをみる問題（５年生）※１ 

▼報告文を読み手に分かりやすくするための工夫を捉えることができるかをみる問題（５年生） 

算数 

〇34×27の計算、６は2の何倍かを求める問題（4年生） 

〇グラフから冊数を読み取り、示された事柄の間違いを説明できるかをみる問題（4年生） 

〇日常的に必要な時間を求めることができるかをみる問題（4、5年生） 

〇除法が用いられる場面について、式や数値の意味を解釈することができるかをみる問題（5年生） 

〇分数の意味について理解しているかをみる問題（5年生） 

〇二次元表に示された数の意味を考え、グラフと関連付けることができるかをみる問題（5年生） 

〇分度器を用いて、１８０度よりも大きい角の大きさを求めることができるかをみる問題（５年生） 

▼複数の棒グラフを組み合わせたグラフから、特徴や傾向を捉えることができるかをみる問題（４年生） 

▼数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数の幾つ分として 

 捉えることができるかをみる問題（４年生）※４ 

▼4.6－0.21 末尾の位のそろっていない小数の減法の計算（5年生） 

理科 

〇物は形が変わっても重さは変わらないことを体重計の乗り方の場面に適用することができるかをみる問題 

〇観察で得た結果を、問題の視点で分析して、解釈し、自分の考えを持つことができるかをみる問題 

▼定点観測の方法を身につけ、月の位置を適切に記録する方法を理解しているかをみる問題 

▼水の結露について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に理解しているかをみる

問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

今回の結果を受けて、教職員研修を行い全国学力・学習状況調査とみえスタディチェックの児童の回答状況

から、分析・検証を行いました。 

下記のように見えてきた教科ごとの課題を克服するために、自分たちの日頃の指導を見直すとともに、成果

のみられた点については継続を続け、授業改善を図り個々の回答状況に応じて、学びの定着を図っていきたい

と思います。年度によって、問題や受験者が異なるために一概には比較できませんが、課題を真摯に受け止め、

全教職員で教育活動の改善を図ってまいります。 

※三重県平均正答率と比較して正答率の高い問題（〇）と低い問題（▼） 

 

４年生算数 ※４ 

結果から見えてきた課題と授業における対策 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の、全国学力・学習状況調査やみえスタディチェックの結果、児童質問調査の分

析を通して、子どもたちの具体的な学びの姿を振り返り、どのような力をつけていくこ

とが大切かを話し合ってまいりました。私たちが子どもたちに育みたいのは、「自分で

決めて、あきらめずに進む力」です。小学生の今だからこそ、人から言われて勉強する

のではなく、「自分はどこが苦手かな？」「どうすればもっと得意を伸ばせるかな？」

と、自分自身で考えて学習を進める経験をたくさん積ませたいと考えています。最初から上手くいくわけで

はありませんが、壁にぶつかったり、思うように進まなかったりしながら、そこで立ち止まらずに「次はこ

うしてみよう」と粘り強く取り組むことで、子どもたちは本当の自信をつけていきます。自分の得意なとこ

ろをさらに輝かせ、苦手なことにも「まずはやってみよう」と一歩を踏み出せる、そんな「自立した学び

手」になれるよう、一人ひとりの歩みに寄り添い、粘り強く応援してまいります。 

 

＜課題＞ 

・拾い読みしかできていない。長い文章から必要な情報を読み取ること（何が問われているのか）の理解が

できていない。 

・長い文章を読み慣れていないため、問題文及び文章を最後まで読み切っていない。その結果、文の途中で

判断してしまったり、正誤の判断を誤ってしまったりしている。 

・文脈から意味を推測する力が弱い。また、読み取った内容を自分の知識とつなげたり、他に書かれた情報

と結びつけたりする力が弱い。 

＜授業における対策＞ 

・読書や文字を読む機会を増やす。 

・問題に対する経験不足解消のため、AI 型学習教材Qubena（キュビナ）や学‐Viva‼に取り組む。 

・指導事項配列表をもとに、身につけるべき内容を明確にして授業に臨む。 

・日々のふりかえりや自分の感じたことなどを日常的に書いて整理したり表現したりする時間を設定する。

また、条件を設定して考えを書く機会を増やす。 

 

 

＜課題＞ 
・条件を読み取ったり整理したりする力が弱い。 

・順序立てて思考する力や説明する力が弱い。 

＜授業における対策＞ 
・キーワードを意識した説明活動や記述活動を授業に取り入れる。 

・文章や問題から分かることを一人ひとりが自分の考えを、テープ図や数直線に表すなどして整理する時間

を設ける。また、立式の根拠を自分の言葉で説明する機会を増やす。 

 

 

＜課題＞ 
・体験したことを言語化しきれていない。 

・学校で学んだことを日常生活に活かしたり、日常生活の中での経験と理科での学習を関連付けながら考え

たりすることができていない。 

＜授業における対策＞ 
・実験した後や器具を使い体験した後には、そこから分かったことや自分の考えを文章に書く活動を多く取

り入れる。 

・実験から分かる「結果」と、そこから考える「考察」を区別して指導する。 

 

国語科 

算数科 

理科 


